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市
で
は
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
と
、
65
歳
以
上
で
寝

た
き
り
の
方
の
特
別
障
害
者
控
除

を
す
る
方（
条
件
に
該
当
す
る
方
）

を
対
象
に
、
平
成
14
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
、
次
の
証
明
書
類
を
発

行
し
ま
す
。

【
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
】

こ
れ
ま
で
は
、
お
む
つ
代
の
領

収
書
と
医
師
の
証
明
書
が
必
要
で

し
た
が
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、
市
が
発
行
す
る
「
確
認
書
」

で
医
師
の
証
明
書
の
代
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
確
認
書

を
希
望
す
る
方
は
、
高
齢
者
支
援

室（
市
役
所
１
階
⑪
〜
⑬
番
窓
口
）

へ
。

◆
対
象
者

次
の
す
べ
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方
。
fl
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
の
方
、
‡
要
介
護
認
定
を

申
請
し
、
す
で
に
認
定
の
通
知
を

受
け
て
い
る
方
、
·
要
介
護
認
定

の
と
き
に
主
治
医
が
記
入
し
た

「
主
治
医
意
見
書
」
の
記
入
日
が

平
成
14
年
中
で
あ
り
、
寝
た
き
り

で
尿
失
禁
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
方
。

く
わ
し
く
は
高
齢
者
支
援
室
ò

内
線
２
６
８
２
・
２
６
８
３
へ
。

【
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
の

特
別
障
害
者
控
除
】

障
害
者
手
帳
な
ど
が
な
く
て
も

特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
認
定
書
を
発
行
し
ま

す
。

◆
対
象
者
　
平
成
14
年
12
月
31
日

現
在
、市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者

の
方
で
次
の
ど
ち
ら
か
の
条
件
に

該
当
す
る
方
、
fl
要
介
護
認
定
を

三
鷹
市
内
に
あ
る
８
カ
所
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U
で
は
、
在

宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

や
介
護
者
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
在
宅
福
祉
に

関
す
る
総
合
的
な
相
談
や
、
サ
U

ビ
ス
の
利
用
調
整
、
申
込
受
付
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
痴
ほ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
、

健
康
法
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
を

テ
U
マ
に
し
た
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
は
別
表
の
と
お

り
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
各
セ
ン
タ
U
の
案
内
は
市
民

便
利
帳
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

∞
高
齢
者
支
援
室
相
談
係
（
三

鷹
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
U
）
ò
内
線
２
６
２
２
〜
２
６

２
４

介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
は
、

次
の
と
お
り
確
定
申
告
時
に
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

平
成
14
年
中
に
納
め
た
介
護
保

険
料
は
、
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
時
に
次
の
証
明
書
類
を
申
告

書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
差
引
徴

収
）
の
方

徴
収
済
保
険
料
額
が

記
載
さ
れ
た
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
（
社
会
保
険
庁
な
ど

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
）
。
本
人
の

所
得
か
ら
の
み
控
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

◇
普
通
徴
収
（
直
接
納
付
）
の
方

領
収
書
（
口
座
振
替
の
方
は
市

か
ら
送
付
さ
れ
た
領
収
済
額
を
記

載
し
た
通

知
）。

◆
サ
U
ビ

ス
利
用
時

に
支
払
っ

た
自
己
負

担
分
に
つ

い
て控

除
額

は
別
表
の

と
お
り
。

申
告
に

必
要
な
利

用
料
領
収

証
は
サ
U

ビ
ス
事
業

者
が
発
行

し
ま
す
。

く
わ
し

く
は
高
齢

サービス利用自己負担額の控除額
控除になる金額施設サービスをご利用の方

自己負担額（食事分も含
む）の２分の１の金額指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

自己負担額（食事分も含
む）の全額

指定介護老人保健施設
指定介護療養型医療施設（療養型の病院）

控除になる金額居宅サービスをご利用の方

自己負担額の全額

医療系の居宅サービス（※）
・訪問看護
・訪問リハビリ
・通所リハビリ（「はなかいどう」など老人保健施設等への通所）
・短期入所療養介護（「はなかいどう」など老人保健施設
等でのショートステイ）
・居宅療養管理指導

原則として控除の対象
になりません。
（※）ただし、医療系の居宅サ
ービスとあわせて利用する
ときには、自己負担額の全額
が控除対象となります。

福祉系の居宅サービス
・訪問介護
・訪問入浴介護
・通所介護（「弘済ケアセンター」「いちょう苑」「けやき
苑」「どんぐり山」「恵比寿苑」などへの通所）

・短期入所生活介護（「弘済園」「どんぐり山」などでのショートステイ）
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▼
介
護
保
険
の
窓
口
か
ら
▲

確
定
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

者
支
援
室
ò
内
線
２
６
８
４
〜
２

６
８
９
・
武
蔵
野
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
ò
53
―
１
３
１
１

へ
。

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
、
高
齢
の
家
族
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
の
方
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
２
月
20
日
œ
午
前
８
時
三
鷹
市

役
所
発
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

・
海
ほ
た
る
、
ス
パ
三
日
月
龍
宮

城
（
入
浴
と
昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
）、

お
台
場
・
ヴ
ィ
U
ナ
ス
フ
ォ
U
ト

（
自
由
行
動
）、
午
後
５
時
三
鷹
市

役
所
着
。
参
加
費
１
千
円
。

▼
１
月
24
日
–
ま
で
に
同
会
在
宅

係
ò
79
―
３
５
０
５
へ
申
し
込

む
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

結
果
は
１
月
31
日
–
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
と

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

U
主
催
。

▽
fl
講
義
＝
２
月
８
日
・
15
日
・

22
日
の
土
曜
日
（
全
３
回
）
、
‡

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
U
プ
（
お
い

し
い
会
、
ほ
の
ぼ
の
ふ
ら
っ
と

c
a
fe

）
と
の
懇
談
会
＝
３
月
21

日
è
、
·
体
験
学
習
＝
２
月
26
日

Œ
〜
３
月
20
日
œ
（
日
曜
日
を
除

く
）
の
間
の
３
日
間
程
度
。
fl
‡

は
午
後
２
時
〜
４
時
（
２
月
８
日

の
み
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
で
。
·
は

日
中
、
精
神
障
害
者
通
所
訓
練
施

設
、
精
神
病
院
、
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
U
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

U
プ
な
ど
で
。

▼
１
月
20
日
Ã
か
ら
同
セ
ン
タ
U

ò
76
―
１
２
７
１
へ
申
し
込
む
。

先
着
24
人
。

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
お
祭

り
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

▽
２
月
１
日
—
（
雨
天
の
場
合
は

２
日
À
）
正
午
〜
午
後
３
時
、
み

た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
前

広
場
で
。
も
ち
つ
き
、
模
擬
店
、

抽
選
会
、
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
展
示
販

売
、
ふ
ろ
し
き
市
（
フ
リ
U
マ
U

ケ
ッ
ト
）
な
ど
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
ふ
ろ
し
き
市
出
店
希
望
者
募
集
　

出
店
料
１
ス
ペ
U
ス
500
円
。
１

人
２
ス
ペ
U
ス
ま
で
。
１
月
27
日

Ã
〜
31
日
–
に
同
セ
ン
タ
U
ò
76

―
１
２
７
１
へ
申
し
込
む
。

日
赤
東
京
都
支
部
主
催
。

▽
fl
家
庭
看
護
法
介
助
員
養
成
講

習
会
「
病
人
の
か
ら
だ
の
動
か
し

方
・
痴
呆
老
人
の
理
解
な
ど
」
＝

２
月
14
日
–
・
17
日
Ã
・
18
日
Õ

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
‡
幼
児

安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会
「
子

ど
も
に
起
き
や
す
い
事
故
予
防
と

手
当
」
＝
２
月
21
日
–
・
24
日
Ã

三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
と
協
力
し
て
寝
た
き
り
予
防
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
市
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
健
康
な
方
。

▽
２
月
３
日
Ã
午
前
10
時
〜
午
後

・
25
日
Õ
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
い
ず
れ
も
武
蔵
野
救
護
倉
庫

で
。
全
日
程
を
受
講
し
検
定
に
合

格
し
た
方
に
は
、
認
定
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

▼
fl
は
１
月
31
日
–
、
‡
は
２
月

７
日
–
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
・
fl
は
「
Ｋ
―
２
家
庭
（
養

成
）
」
・
‡
は
「
Ｋ
―
３
幼
児

（
養
成
）」
と
記
入
し
「
〒
169
―
８

５
４
０
新
宿
区
大
久
保
１
―
２
―

15
日
赤
東
京
都
支
部
講
習
二
係
」

へ
申
し
込
む
。
定
員
各
25
人
。
教

本
代
、
保
険
料
（
１
千
円
）
は
自

己
負
担
（
再
受
講
は
500
円
）。

∞
同
支
部
講
習
二
係
ò
03
―
５

２
７
３
―
６
７
４
６

２
時
30
分
、
福
祉
会
館
で
。
身
長

・
体
重
・
体
脂
肪
・
血
圧
チ
ェ
ッ

ク
、
頭
痛
・
肩
こ
り
解
消
指
圧
体

操
、
健
康
ク
イ
ズ
ゲ
U
ム
、
日
常

の
食
生
活
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
見

直
し
相
談
な
ど
。
昼
食
付
き
。

▼
１
月
28
日
Õ
ま
で
に
同
奉
仕
団

事
務
局
（
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
係
）
ò
46
―
１
１
０
８
へ

申
し
込
む
。
先
着
40
人
。

介護教室日程

あなたも100まで生き
られる～ドクター落語
で健康法を説く～

理学療法士から見た身
体の状態～寝てても楽
じゃない～

痴呆という病気～その
特徴とお世話の仕方～

高齢者の病気～予防と
健康管理～

高齢者の権利を守る～成年
後見制度・地域福祉権利擁
護事業の利用について～

「年相応のもの忘れ」と
「病的もの忘れ」

芝病院名誉院長　稲
垣元博さん

野村病院リハビリテ
ーション科長　道祖
崇正さん

痴呆性高齢者研究研
修仙台センター研修
部長　加藤伸司さん

三鷹市医師会理事　
谷口亮一さん

(社)成年後見センター・リー
ガルサポート東京支部幹事・
司法書士　山±政俊さん

吉岡リハビリテーショ
ンクリニック院長　宇
野正威さん

１月25日(土)
午後２時～
４時

２月８日(土)
午後２時～
４時

２月21日(金)
午後１時30分
～３時30分

２月26日(水)
午後１時30分
～３時30分

３月11日(火)
午後１時30分
～３時30分

３月13日(木)
午後２時～
４時

三鷹市立特別
養護老人ホーム
どんぐり山会議室

教育センター
３階大研修室

教育センター
３階大研修室

三鷹市立
老人保健施設
はなかいどう会議室

三鷹市立
老人保健施設
はなかいどう会議室

教育センター
３階大研修室

日　時 テ　ー　マ 講　　師 会　場

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
U
の

介
護
教
室

介
護
者
移
動
談
話
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
U

新
春
交
流
会

精
神
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

赤
十
字

家
庭
看
護
法
・
幼
児

安
全
法
講
習
会

赤
十
字

に
こ
に
こ
健
康
教
室

◇
１
万
円
　
丹
生
末
雄
　
◇
１
万
８
千
376

円
　
下
連
雀
第
３
地
区
代
表
　
寺
井
恵
美

子
　
◇
９
千
円
　
東
京
三
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
　
◇
１
万
８
千
円
　
フ
ラ
・
ポ
U

ア
イ
・
ナ
レ
イ
・
水
曜
ク
ラ
ス
　
◇
８
千

500
円
　
松
井
美
智
子
　
◇
２
千
円
　
田
中

享
子
　
◇
６
千
110
円
　
大
成
高
等
学
校
図

書
委
員
会
一
同
　
◇
１
万
円
　
中
潮
多
江

子
　
◇
１
万
円
　
鈴
木
朝
子
　
◇
５
千
円
　

井
の
頭
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
　
◇
２
万
７
千
697
円
　
三
鷹
市
職

員
労
働
組
合
古
書
市
　
◇
５
万
１
千
892
円
　

三
鷹
駅
前
西
商
店
会
　
◇
１
万
円
　
青

穂
会
　
◇
３
千
500
円
　
新
川
中
原
老
人
給

食
　
◇
６
万
３
千
200
円
　
リ
サ
イ
ク
ル
市

民
工
房
　
◇
２
万
円
　
の
崎
Ｈ
・
Ｙ
　
◇

５
万
１
千
500
円
　
匿
名

（
敬
称
略
）

◇
30
万
円
　
谷
口
象
男
　
◇
50
万
円
　
東

京
三
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◇
２
万
円
　
三
鷹
三
田
会
（
社
会
福
祉
の

た
め
に
）

◇
10
万
円
　
一
食
を
捧
げ
る

運
動
を
進
め
る
会（
社
会
福
祉
の
た
め
に
）

◇
10
万
円
　
ボ
ス
コ
ワ
U
ル
ド
（
児
童

福
祉
の
た
め
に
）

◇
９
万
５
千
円
　
小

森
大
三
郎
（
社
会
福
祉
の
た
め
に
）

■
一
般
寄
付

■
福
祉
基
金

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

■
愛
の
一
円
玉
募
金

申
請
し
、
す
で
に
結
果
が
通
知
さ

れ
て
い
る
方
。
‡
寝
た
き
り
の
状

態
に
該
当
す
る
旨
の
医
師
の
診
断

書
を
お
持
ち
の
方
。

く
わ
し
く
は
高
齢
者
支
援
室
ò

内
線
２
６
２
２
〜
２
６
２
４
へ
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
方
に
診
査

料
（
脳
ド
ッ
ク
、
婦
人
科
検
診
含

む
）
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
が
対
象
で
、
同
一
人
に
つ
い

て
年
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
助
成
内
容

６
万
円
以
上
の
場

合
＝
３
万
円
、
６
万
円
未
満
の
場

合
＝
診
査
料
の
２
分
の
１
額
。

▼
印
鑑
、
保
険
証
、
世
帯
主
の
金

融
機
関
口
座
番
号
、
診
査
料
の
領

収
書
を
持
参
し
、
保
険
課
（
市
役

所
１
階
Á
番
窓
口
）
ま
た
は
、
各

市
政
窓
口
で
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
、
保
険
課
国
保
給

付
係
ò
２
３
８
７
へ
。

■
人
間
ド
ッ
ク
料

助
成
制
度

平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
７
期
の
納
期
限
は
、
１
月
31
日

–
で
す
。
納
期
内
の
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
見
当
た
ら
な
い

方
、納
付
の
確
認
が
で
き
な
い
方
、

納
税
に
関
す
る
相
談
（
分
割
納
付

な
ど
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
保
険

課
国
保
納
税
係
ò
内
線
２
３
９
１

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
に
は
、
安
心
・
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

保
険
課
（
市
役
所
１
階
Á
番
窓

口
）
、
各
市
政
窓
口
、
指
定
金
融

機
関
、郵
便
局
へ
fl
納
税
通
知
書
、

‡
預
金
通
帳
の
届
出
印
、
·
預
金

通
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

∞
保
険
課
国
保
納
税
係
ò
内
線

２
３
９
１

■
今
月
は

国
民
健
康
保
険
税

第
７
期
の
納
期
で
す

平
成
15
年
４
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
結
核
・
精
神
医
療
給
付
金

の
給
付
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
。

東
京
都
の
区
市
町
村
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
結
核
予
防
法
第
34
条
の
一
般

医
療
、
精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障

害
者
福
祉
法
第
32
条
の
通
院
医
療

を
受
け
て
い
る
方
の
自
己
負
担
相

当
額
（
５
％
）
の
給
付
対
象
者
は
、

住
民
税
非
課
税
者
（
本
人
が
20
歳

未
満
の
場
合
は
世
帯
主
が
非
課
税

者
）
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
結
核
予
防
法
第
35
条
の

命
令
入
所
、
精
神
保
健
お
よ
び
精

神
障
害
者
福
祉
法
第
30
条
の
措
置

入
院
に
よ
る
自
己
負
担
額
が
あ
る

場
合
は
、
自
己
負
担
相
当
額
の
給

付
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

４
月
以
降
、
住
民
税
非
課
税
の

方
が
引
き
続
き
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
受
給
者
証
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
の
受
付
期
間

３
月
14
日

–
ま
で

◆
必
要
な
書
類

fl
患
者
票
を
お

持
ち
の
方
＝
患
者
票
の
写
し
、
保

険
証
、
印
鑑
、
‡
患
者
票
の
更
新

・
新
規
申
請
の
方
＝
患
者
票
と
受

給
者
証
の
申
請
を
同
時
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
医
師
の
診
断
書
、
印

鑑
、
保
険
証
の
ほ
か
、
更
新
の
方

は
患
者
票
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
国
保
給
付

係
ò
内
線
２
３
８
８
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険「
結
核
・
精
神
医
療
給
付
金
」の

給
付
制
度
が
変
わ
り
ま
す

住
民
税
非
課
税
の
方
は
申
請
手
続
き
が
必
要
に

◇
５
千
200
円
　
第
19
回
福
祉
の
街
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
模
擬
店
利
用
者
一
同
　
◇

１
千
261
円
　
第
19
回
福
祉
の
街
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
ゲ
U
ム
コ
U
ナ
U
利
用
者
一

同■
市
へ
の
寄
付

◇
１
千
220
円
　
関
口
フ
ク
　
◇
２
千
663
円

四
ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
５
千
418
円

明
寿
会
　
◇
３
千
307
円
　
深
明
会
　
◇

６
万
２
千
153
円
　
株
式
会
社
ド
ン
・
キ
ホ

U
テ
東
八
三
鷹
店
　
◇
１
千
10
円
　
中
原

三
葉
会
　
◇
４
千
270
円
　
北
野
東
晴
ク
ラ

ブ
　
◇
１
万
２
千
109
円
　
株
式
会
社
い
な

げ
や
三
鷹
下
連
雀
店
　
◇
２
万
９
千
285
円

森
屋
金
蔵
　
◇
６
千
276
円
　
三
鷹
台
市

政
窓
口
　
◇
１
万
２
千
719
円
　
山
中
百
生

会
　
◇
２
千
257
円
　
株
式
会
社
矢
野
　
◇

449
円
　
弥
生
会
　
◇
782
円
　
三
鷹
市
赤
十

字
奉
仕
団
　
◇
828
円
　
上
二
親
交
ク
ラ
ブ

◇
１
千
９
円
　
新
川
長
寿
会


